
～すべての人が子どもと子育てに関わりをもつ社会の実現をめざして～ 

 

１ 趣  旨 

３年余りにわたる新型コロナウイルス感染症との闘いは５月８日からの感染症法５類への
移行によりいよいよ新しいステージが始まります。いわゆるコロナ禍で、保育や行事のあり方、
保護者や地域との関わり等が大きく変化しましたが、これまでに学んだ現場の叡智を結集し、
次なる「‘新しい日常’としての保育」を創っていくことが求められています。 

この４月からは、こども基本法の施行、こども家庭庁の発足、異次元の少子化対策の推進等々、
この国の子ども・子育て政策は大きな転換期を迎えています。その一方で、加速する出生数の
減少による深刻な人口減少社会の到来が差し迫る中、乳幼児の命と健康を守り育むことはもち
ろんのこと、保護者等の就労や社会参加等を支えるという‘公的保育の営み’を、誰がいかに
維持していくのかが、国や地方を問わず共通した重要課題となっています。 

また、昨年の秋以降、全国各地の保育施設で保育職員による乳幼児への虐待や不適切な問題

行為が相次いで発覚していることで、社会から不信や警戒といった厳しい視線が私たち保育に
向けられています。ごく限られた保育施設・保育者によることとはいえ、これを機会に自らを
振り返りながら、あらためて‘適切な保育とは何か’を考え直す必要があります。 

このような状況下、コロナ禍で開催できなかった“参集型”による保育研究大会を３年ぶり
に開催し、保育の社会的な意義や役割、今日的な課題等についての認識を共有しながら、保育
に関する多様なテーマによる研究・協議を深めることで、より豊かな保育・子育て支援の拡充
を目指すことを目的として本大会を開催するものです。 

 

２ 主  催 

北海道・東北ブロック保育協議会、一般社団法人青森県保育連合会 

 

３ 後  援（予定） 

こども家庭庁、青森県、青森市、社会福祉法人全国社会福祉協議会、 

社会福祉法人青森県社会福祉協議会、全国保育協議会、全国保育士会 

 

４ 期  日 

令和５年７月１３日（木）～１４日（金） 

 

５ 会  場 

・ホテル青森（青森市堤町 1丁目１－２３ TEL 017－775－4141） 

・リンクステーションホール青森（青森市文化会館） 

（青森市堤町１丁目４－１ TEL 017－773－7300） 

 

６ 参加対象 

北海道・東北ブロック各道県、指定都市保育関係者 約５００名 

(保育所（園）職員、保育所を経営する法人等の役職員、行政及び社会福祉協議会職員等) 

令和５年度 

第７１回北海道・東北ブロック保育研究大会 

開 催 要 綱 



７ 日  程 

 

 

 

7/14(金) 
分科会： 

研究発表 

昼食

休憩 

分科会助言者 

ミニ講義 
休憩 記念講演 閉会式 

 

 【１日目】 １２：００～１２：５０ 受 付 

       １２：５０～１３：１０ オープニング 

１３：１０～１５：００ 開会式（来賓挨拶） 

                                            行政説明：こども家庭庁（予定） 

情勢報告：全国保育協議会（予定） 

       １５：１０～１６：５０ シンポジウム（分科会打合せ） 

       １８：００～２０：００ 交流会 

 

 【２日目】  ９：００～１２：００ 分科会 

       １２：００～１２：５０ 昼食・休憩 

１２：５０～１３：４０ 分科会助言者ミニ講義 

       １４：００～１５：２０  記念講演 福士 加代子 氏 

       １５：２０～１５：４０ 閉会式（全国大会選考結果発表、次期開催地挨拶） 

 

８ 分 科 会  全国保育協議会の全国共通テーマに基づいて、分科会を構成します。 

下記の８分科会に分かれ、それぞれのテーマに沿って研究発表を行い、 

それを中心に研究討議を行います。 
 

カテゴリー１ 「子どもの育ちを保障する」 

 保育所・認定こども園等の大きな役割は、子ども自身が持つ発達する力を活用することがで

きるよう支援し、子どもの育ちを保障することにあります。子どもの発達支援を中心に据えた

保育を展開するために、質の高い保育について研究を深めます。また、研修を充実し、保育を

実践する人材の育成に取り組みます。 
 
【第 1分科会】 テーマ① 新たな時代の保育実践～すべての子どもにむけて～ 

【第２分科会】 テーマ② 配慮を必要とする子どもや家庭への支援にむけて 

【第３分科会】 テーマ③ 保育者の資質向上を図り、保育現場の魅力を発信する 

7/13(木)  受付 ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ 開会式 
休

憩 

行政説明 

・情勢報告 

休

憩 

シンポジウム 

（分科会打ち合わせ） 

休

憩 
交流会 

12：00 12：50 13：10 20：00 13：40 16：50 

13：40 12：00 9：00 15：40 15：20 

15：00 15：10 

12：50 14：00 

18：00 13：50 

福士 加代子（ふくし かよこ） 

1982 年 3 月 25 日生まれ。青森県北津軽郡板柳町出身。 
2004 年アテネ五輪から 2016 年リオデジャネイロ五輪まで、日本の女子陸上選手では初めて
となる五輪 4 大会連続出場を果たす。3000m、5000m、ハーフマラソンで日本記録を樹立。 
マラソンでは、2013 年モスクワ世界選手権で銅メダルを獲得するなど、22 年間、日本女子
長距離界の第一人者として活躍。2022 年 1 月大阪ハーフマラソンを最後に、第一線を退く。 



カテゴリー２ 「子育て家庭を支える」 

 子どもが心身ともに豊かに成長するためには、子どもと家庭を一体的に捉えて、その家庭を

支援することが必要です。保育所・認定こども園等は、保育・子育て支援機能を充実し、多様

化する働き方のなかで新たな子育て家庭のニーズに応え、子育て支援の拠点として、すべての

子育て家庭を対象とした支援を展開します。 
 
【第４分科会】 テーマ④ 地域の子育て家庭への支援の充実にむけて 

 

カテゴリー３ 「多様な連携と協働をつくる」 

 子育て不安や児童虐待への対応等、子どもと子育て家庭への支援は、地域社会を基盤として

多面的に取り組みを充実していくことが大切です。保育所・認定こども園等は、さまざまな機

関・組織・団体や地域住民が連携･協働して地域の保育機能を高めるための中心的存在として、

役割を果たします。また、必要に応じて、社会福祉法人の法人間連携、公私や民間施設相互に

おける事業連携をすすめます。そして、企業や非営利活動法人等との多様な連携を研究します。 
 
【第５分科会】 テーマ⑤ 子どものより良い育ちと安全・安心の環境づくりにむけた 

関係機関とのネットワーク 

 

カテゴリー４ 「子育て文化を育む」 

 子どもを対象とした犯罪や虐待を未然に防ぐために、次世代を創造する子どもをかけがえの

ない存在として愛しみ、尊いものとして価値を認め、子どもや子育てに多くの人が関心を持つ

子育て文化をつくります。保育所・認定こども園等が社会全体で育む子育て文化を地域社会に

発信します。また、地域共生社会を実現するため、保育所・認定こども園等の機能を社会に開

き、地域社会に根ざした運営をめざします。 
 
【第６分科会】 テーマ⑥ 家庭や地域との連携による食育の推進 

【第７分科会】 テーマ⑦ 保育の社会化にむけて～保育の営みをいかに社会に発信するか～ 

 

カテゴリー５ 「子育て・子育ちを支援する仕組みをつくる」 

 わが国の家族関係の給付のＧＤＰに占める割合は諸外国のなかでもとても低い水準です。こ

うした政策のあり方を改善するとともに、未来の日本の社会を担う子どもを中心において、子

どもたちが豊かに育つ環境を社会全体が支えていく仕組みについて研究・提言します。 
 
【第８分科会】 テーマ⑧ 公立保育所・公立認定こども園等の使命と地域社会での役割 

 

９ 研究発表の原稿提出等について 

（１）分科会での発表時間は質疑応答と助言者からの助言等を含めて１人４０分程度（発表３

０分、質疑応答・助言等１０分）です。 

（２）レジュメ等の研究発表原稿の作成にあたっては、発表項目ごとに柱立てを行い、原稿は

パソコンで作成するものとし、様式サイズはＡ４、文字サイズは１０．５ポイントとし、

８ページ以内でまとめてください。（その他資料は、提出されても資料に編纂することは

できません。別資料を用意しなければならない場合、発表者本人で必要部数をご用意い

ただきます。） 

（３）発表者は、別に定める期日まで各道県組織あてに研究発表資料を提出してください。 



各道県組織は、発表資料を取りまとめ、６月９日（金）までに青森県保育連合会あてに

送付してください。 

（４）ノートパソコンは、各自での持込となります。プロジェクターとの接続ケーブルにつき

まして、機種によりパソコンと接続できない等の不都合が生じる場合もありますので、

各自でご準備ください。 

（５）スクリーン、プロジェクターは、事務局で用意します。なお、音声を含む映像を使用さ

れる場合は、事前に青森県保育連合会あてにご連絡いただきますようお願いいたします。 

（６）発表原稿データは、印刷されたもの（プリントイメージの確認のため）と、データを PDF

で作成し、CD－R または USB メモリまたは E メール（kenporen@jomon.ne.jp）でお

送りください。  

（７）分科会参加人数につきましては、６月下旬頃に各道県組織に連絡いたします。 

 

１０ 参加経費 

（１）参加費（資料代）１人 １２,０００円 

（２）昼食代（お茶付）    １,５００円 

（３）交流会費        ８,０００円 

※ 宿泊費については別添「参加・宿泊等のご案内」をご参照下さい。 

 

１１ 参加申込みについて 

（１）参加申込み方法等 

以下 URL より専用 WEB ページにアクセスいただき、６月９日（金）17：00 までにお申

し込みください。詳細は、別添「参加・宿泊等のご案内」をご参照下さい。 

【申込先】 

大会専用登録申込 WEB ページＵＲＬ： 

http://www.mwt-mice.com/events/hoiku-tohoku2023 

名鉄観光サービス株式会社青森支店（担当：近藤、小野、相澤） 

    〒030－0802 青森市本町１丁目２－１５ 青森本町第一生命ビル ７階 

    TEL 017－776－5291  FAX 017－776－5232 

（２）参加経費等の納入について 

別添「参加・宿泊等のご案内」をご参照ください。 

（３）参加券等の各種券の発行について 

直接名鉄観光サービス株式会社青森支店より送付します。 

 

１２ 問い合わせ先 

     

 

 

 

 

※参加申込書に記載された個人情報は、本大会の運営及び資料の作成に使用いたします。 

上記以外の目的で本人の了解なく個人情報を第三者に開示することはありません。 

青森県保育連合会事務局（我満、栃木） 

青森市中央３丁目２０－３０ 県民福祉プラザ５階 

TEL 017－734－2350  FAX 017－777－8698 

Mail kenporen@jomon.ne.jp 
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